
広報広報

544No.

平成30年11月

2018

11



2

目
次

3

こ
ど
も
木
育
広
場
『
つ
な
が
る
～
む
』
入
場
者
5
万
人
達
成

4

特
集  

震
災
で
生
ま
れ
た
絆 

広
が
る
交
流
・
連
携
の
輪

6

空
想
マ
ル
シ
ェ
、
小
さ
な
天
才
た
ち

7

平
成
30
年
度
上
半
期
執
行
状
況

8

ふ
く
し
ま
駅
伝
国
見
町
チ
ー
ム
選
手
団
結
団
式

福
島
県
市
町
村
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果　

他

10

笑
顔
の
ひ
ろ
ば

12

鹿
島
神
社
例
大
祭

13

歴
ま
ち
さ
ん
ぽ

14

ま
ち
の
わ
だ
い

16

保
健
だ
よ
り

18

く
ら
し
の
情
報

22

生
涯
学
習
つ
う
し
ん

24

カ
レ
ン
ダ
ー

目　

次

～今月の表紙～

今年も街中が熱気に包ま
れた鹿島神社例大祭。若
連衆と観客は、祭りの終
わりに名残惜しさをにじ
ませながら、還御する神
輿を見届けます。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　石母田には「弁慶の硯
すずり

石」、三吉神社の「牛石」、石母田城内の「石母田石」の石母田三
さんせき

石の伝説があります。―此石
転倒ノ時ハ村中ニ変事ノアリトテ崇

すうけい

敬恐
きょうふ

怖ノ由申伝ト云フ―『石母田正統家
か ふ

譜 考
こうしょう

證 類
るいじゅう

聚』。天正年間（1573 ～ 91 年）に、
石母田城主の石母田景頼が、伊具郡高倉村荒山城に移る折に故郷から石母田石を持参したところ、夜な夜な石の辺から
奇妙な音がすることから、再び石母田城に戻されたという伝説の石で、昭和 61 年 4 月 20 日に供養祭が行われました。

石母田石（大字石母田：石母田城内）

『国見のたからもの』№ 54現在の石母田石

昭和 61 年の供養祭の様子

祝
！

5万人目の鈴木さん親子

9:00～ 16:30（最終入場 16:00）
　※ 12:00 ～ 13:00、14:45 ～ 15:00 はメンテナンス
　　のため利用できません。
　※毎週火曜日はワークショップ、メンテナンス
　　等のため、一般利用ができません。
　※混雑時は入場制限を行います。
■一時預かり制度もあります。利用は事前に相談
　ください。

　問こども木育広場つながる～む　☎ 573-1330

利用時間

育児サークル
■かんがる～む
　対　　象　0 歳児の親子
　開催日時　毎月第 2 火曜日
　　　　　　10:00 ～ 11:30

■あひる～む
　対　　象　1 歳児の親子
　開催日時　毎月第 4 火曜日
　　　　　　10:00 ～ 11:30

■育児サークルおよびワークショップは予約制
　になります。
■活動内容の詳細は、『つながる～む』フェイス
　ブックまたはツイッターを確認ください。

ワークショップ
　開催日時　毎月第 1・3 火曜日　10:00 ～ 11:30

『つながる～む』では、ワークショップを開
催したい方を随時募集しています。興味のあ
る方は問い合わせください。

講師募集中

5万人
達成入場者

こども木育広場
つながる～む

◀太田町長から認定証と
　記念品が贈られました

▼フェイスブック

道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の

郷
の
こ
ど
も
木
育
広
場

『
つ
な
が
る
～
む
』
が
10
月
14

日
、入
場
者
5
万
人
を
達
成
し
、

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

記
念
す
べ
き
5
万
人
目
は
、

桑
折
町
の
鈴
木
こ
こ
ろ
さ
ん
・

波
瑠
く
ん
親
子
。
太
田
久
雄
町

長
が
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
鈴
木
さ
ん
親
子
に
認

定
証
と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン
以
来
、
30
回
以

上
利
用
し
て
い
る
と
い
う
鈴
木

さ
ん
は
、「『
つ
な
が
る
～
む
』

で
は
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
が

子
ど
も
を
見
て
い
て
く
れ
る
の

で
、
安
心
し
て
遊
ば
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

木
の
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
心

安
ら
ぐ
空
間
で
、
親
子
が
安
心

し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
『
つ

な
が
る
～
む
』。
育
児
サ
ー
ク

ル
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も

定
期
的
に
開
か
れ
、
子
ど
も
の

み
な
ら
ず
、
子
育
て
世
代
の
み

な
さ
ん
が
集
い
、〝
つ
な
が
る
〟

こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て
、
地

域
の
子
育
て
世
代
を
支
え
て
い

ま
す
。
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次
代
へ
と
受
け
継
が
れ
る
絆

　

私
た
ち
の
生
活
を
一
変
さ
せ

た
東
日
本
大
震
災
。
失
わ
れ
た

も
の
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
と
同
時
に
、
新
た
に
生
ま

れ
た
〝
絆
〟
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
絆
は
、
次
代
を
担
う
青
年
農

業
者
、
商
工
業
者
、
そ
し
て
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
交
流
を
通
し

て
、
さ
ら
な
る
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。

　
「
来
年
も
楽
し
み
に
待
っ
て

る
よ
」。
き
っ
と
そ
ん
な
一
言

が
、
復
興
に
向
け
て
歩
み
続
け

る
私
た
ち
の
背
中
を
、
そ
っ
と

後
押
し
し
て
く
れ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

―
お
わ
り
―

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に

始
ま
っ
た
交
流

　

国
見
町
と
交
流
・
連
携
を
進

め
る
岐
阜
県
池
田
町
。
遠
く
離

れ
た
両
町
が
交
流
を
は
じ
め
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
東

日
本
大
震
災
。
復
旧
・
復
興
支

援
の
た
め
、
池
田
町
か
ら
国
見

町
へ
応
援
職
員
が
派
遣
さ
れ
た

こ
と
で
、
両
町
の
交
流
は
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

応
援
職
員
の
派
遣
期
間
が
終

了
し
た
後
も
、「
く
に
み
産
業

祭
」
や
「
み
の
池
田
ふ
る
さ
と

祭
」、
お
互
い
の
道
の
駅
な
ど

を
通
し
て
物
産
交
流
を
続
け
て

き
た
両
町
は
、
平
成
25
年
に
災

害
時
相
互
応
援
協
定
を
、
平
成

震災で生まれた絆
広がる交流・連携の輪

国見町×池田町
岐阜県

●池田山（いけだやま・標高 923.9 メートル）
　池田町のシンボル・池田山の山頂付近からは広大な濃尾平野が一望できる。
　パラグライダー・ハンググライダーの発進基地があり、スカイスポーツの聖地としても有名。

特  

集

岐阜県の西部、岐阜市から約 20km に
位置する人口約 2 万 4 千人の町。
良質なお茶の産地として知られる町の
特産品は「美濃いび茶」。

岐阜県 池田町

　

ま
た
、
国
見
ジ
ュ
ニ
ア
応
援

団
は
、
池
田
町
の
中
学
生
と
高

校
生
で
結
成
さ
れ
る
池
田
町

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

と
交
流
し
ま
し
た
。

　

交
流
活
動
で
は
、
お
互
い
の

活
動
紹
介
や
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
た
ほ
か
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
は
じ
め
は
緊

張
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、

持
ち
前
の
明
る
さ
で
す
ぐ
に
打

ち
解
け
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
見
町
の
魅
力
と
元
気
を
、

感
謝
の
気
持
ち
と
と
も
に
池
田

町
へ
届
け
た
国
見
ジ
ュ
ニ
ア
応

援
団
。
池
田
町
と
の
新
た
な
絆

を
育
む
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

岐 阜 県

池田町

●岐阜市

▼池田山の麓に広がる特産品「美濃いび茶」の茶畑

27
年
に
は
友
好
交
流
協
定
を
締

結
し
、
交
流
・
連
携
の
輪
を
拡

大
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

友好交流協定を結び、握手を交わす両町長（平成 27 年）

　池田町は優しく明るい人ばかりで、
池田町ジュニアリーダーズクラブのみ
なさんともすぐに仲良くなることがで
きました。
　ふるさと祭では、たくさんの人が国
見町の果物を「おいしい」といって購
入してくれたのでうれしかったです。
　池田町や全国のみなさんに支えられ
て元気になった国見町を
PR することができたと
思います。

〝
物
〟
か
ら
〝
人
〟
の
交
流
へ

み
の
池
田
ふ
る
さ
と
祭
に
参
加

　

池
田
町
と
の
さ
ら
な
る
交

流
・
連
携
を
深
め
る
た
め
、
太

田
久
雄
町
長
は
じ
め
国
見
町
商

工
会
青
年
部
や
青
年
農
業
者
、

国
見
町
の
小
中
学
生
か
ら
な
る

国
見
ジ
ュ
ニ
ア
応
援
団
は
、
10

月
6
日
と
7
日
に
池
田
町
で
行

わ
れ
た
「
第
41
回
み
の
池
田
ふ

る
さ
と
祭
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
国
見
町
ブ
ー
ス
で

は
、
国
見
特
産
の
果
物
な
ど
の

Ｐ
Ｒ
販
売
が
行
わ
れ
、
モ
モ
や

リ
ン
ゴ
を
買
い
求
め
る
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｒ
販
売
に
は
、
国
見
ジ
ュ

ニ
ア
応
援
団
や
池
田
町
の
子
ど

も
た
ち
も
参
加
し
、「
国
見
の

お
い
し
い
モ
モ
で
す
」
な
ど
と

来
場
者
に
呼
び
か
け
、
国
見
自

慢
の
果
物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
祭
に
参
加
し
た
青

年
農
業
者
の
渋
谷
憲
道
さ
ん

は
、「
池
田
町
に
は
毎
年
楽
し

み
に
待
っ
て
い
て
く
れ
る
人
が

い
る
の
で
、
今
年
も
国
見
の
お

い
し
い
果
物
を
届
け
る
こ
と
が

で
き
て
嬉
し
い
で
す
」
と
、
こ

れ
ま
で
培

つ
ち
か

っ
て
き
た
交
流
の
深

ま
り
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

国見ジュニア応援団
　佐藤　圭将くん
　 （国見小 6 年）

池田町のみなさんの
優しさにふれて

■国見ジュニア応援団の声

池田町
マスコットキャラクター
　「ちゃちゃまる」

1岡﨑和夫池田町長（左）にぶどうを PR
する太田町長（右）23ふるさと祭で生
産者とともに国見産の果物を PR する国見
ジュニア応援団　4名刺交換で交流　5絆
を深めた両町の子どもたち

1
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■一般会計
【歳　入】 （千円） 【歳　出】 （千円）

区　　分 予算現額 収入済額 収入率（％） 区　　分 予算現額 支出済額 執行率（％）

町 　 税 937,100 511,325 54.6 議 会 費 73,574 37,804 51.4
地 方 譲 与 税 49,000 15,144 30.9 総 務 費 827,618 310,488 37.5
各 種 交 付 金 147,977 103,181 69.7 民 生 費 1,151,707 460,430 40.0
地 方 交 付 税 2,090,927 1,611,866 77.1 衛 生 費 761,318 237,819 31.2

分担金および負担金 58,651 9,882 16.8 労 働 費 26,423 3,221 12.2
使用料および手数料 88,872 40,070 45.1 農林水産業費 532,858 198,689 37.3

国 庫 支 出 金 488,841 89,322 18.3 商 工 費 148,683 95,551 64.3
県 支 出 金 597,798 75,759 12.7 土 木 費 402,593 116,866 29.0
財 産 収 入 1,483 3,233 218.0 消 防 費 437,146 187,555 42.9
寄 附 金 45,502 13,194 29.0 教 育 費 573,695 221,992 38.7
繰 入 金 271,293 1,602 0.6 災 害 復 旧 費 2,600 149 5.7
繰 越 金 188,634 520,361 275.9 公 債 費 403,349 126,406 31.3
諸 収 入 95,196 27,666 29.1 諸 支 出 金 1 0 0.0
町 　 債 285,291 0 0.0 予 備 費 5,000 0 0.0

合　　計 5,346,565 3,022,605 56.5 合　　計 5,346,565 1,996,970 37.4

■特別会計 （千円）
会　計　名 予算現額 収入済額 収入率（％） 支出済額 執行率（％）

大 木 戸 財 産 区 特 別 会 計 334 333 99.8 245 73.4
入 山 財 産 区 特 別 会 計 198 207 104.7 105 52.8
公共下水道事業特別会計 231,331 109,347 47.3 63,736 27.6
後期高齢者医療特別会計 128,968 44,636 34.6 40,968 31.8
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1,169,200 566,931 48.5 391,408 33.5

介護保険特別会計（保険事業勘定） 1,309,702 625,017 47.7 462,038 35.3
土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 55,100 9,553 17.3 500 0.9
渇 水 対 策 施 設 特 別 会 計 11,533 11,245 97.5 5,005 43.4

平成 30年度上半期
執行状況

平成 30 年 4 月 1 日から 9 月 30 日までの上半期執
行状況をお知らせします。

　一般会計では、予算総額 53 億 4,656 万 5 千円（29
年度から繰越事業費分も含む）に対し、収入済額が 30
億 2,260 万 5 千円（収入率 56.5%）、支出済額が 19 億
9,697 万円（執行率 37.4%）の執行状況です。各特別会
計および起債残高等は次のとおりです。
　各会計とも概ね計画通りに事業が執行されています。

■水道事業会計 （千円）

区　　分
収　　入 支　　出

予算現額 収入済額 予算現額 支出済額
収 益 的 収 支 276,187 129,172 275,012 70,377 
資 本 的 収 支 73,601 0 169,760 16,645 

■石母田財産区・北山組合一般会計 （千円）

会　計　名 予算現額 収入済額 収入率
（％） 支出済額 執行率

（％）

石母田財産区一般会計 4,265 4,212 98.8 173 4.1
北山組合一般会計 529 266 50.4 331 62.6

■町債残高 （千円）
区　　分 9 月末残高
一般会計 6,363,503
水道事業 422,097

公共下水道事業 1,546,139
合　　計 8,331,739

問総務課財政係　☎ 585-2114

高橋　怜央
「つよいきょうりゅう」

「うみの 100 めぇとるに
すんでるラブカ」

「ふしぎなじゃんぐる」

国見小学校
（1 年生）

渡辺　陽

中村　有吾

「
こ
ん
な
ま
ち
だ
っ
た
ら

ス
テ
キ
だ
な
」
―
そ

ん
な
み
ん
な
の
〝
空
想
〟
を
形

に
し
た
1
日
限
り
の
「
マ
ル

シ
ェ
」
が
10
月
8
日
、
藤
田
駅

前
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
の
は
、
遊
休
施
設

の
利
活
用
を
通
し
て
、
町
の
活

性
化
に
取
り
組
む
「
家
守
舎
桃

ノ
音
」。
会
場
に
は
、
手
作
り

雑
貨
や
服
、
コ
ー
ヒ
ー
に
ス

イ
ー
ツ
な
ど
、
事
前
ア
ン
ケ
ー

ト
を
も
と
に
決
定
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
12
店
が
軒
を

並
べ
た
ほ
か
、『
学
び
と
は
？
』

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
新
免
先
生

の
め
っ
ち
ゃ
お
も
ろ
い
塾
」や
、

短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
上
映

会
、
演
劇
の
公
演
な
ど
も
行
わ

れ
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
賑
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
道
路
に
チ
ョ
ー
ク
で

落
書
き
し
た
り
し
て
遊
ぶ
「
道

遊
び
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
普

段
で
は
体
験
で
き
な
い
遊
び

に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
夢

中
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ

た
「
空
想
マ
ル
シ
ェ
」。
み
ん

な
の
〝
空
想
〟
が
形
と
な
り
、

町
の
理
想
の
未
来
を
描
き
上
げ

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

みんなの空想を持ち寄って、
暮らしたい町の姿をつくろう。

1. 普段の道が遊びの舞台／ 2. 多彩なお店が出店／ 3. 駅前倉庫で行われた「新免先生のめっちゃおもろい塾」

1 2 3
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第
5
回
市
町
村
対
抗
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
の
1
回

戦
が
10
月
13
日
、
相
馬
市
の
相

馬
光
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
行

わ
れ
、
初
戦
を
迎
え
た
国
見
町

は
小
野
町
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
主
将
の
内
村
忠
選

手
が
2
得
点
を
挙
げ
る
活
躍

で
、
国
見
町
が
3
対
1
で
競
り

勝
ち
ま
し
た
。　

　

2
回
戦
に
勝
ち
進
ん
だ
国
見

町
は
10
月
20
日
、
南
会
津
町
と

市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会  

国
見
町
は
2
回
戦
で
涙

チ
ー
ム
一
丸
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る

対
戦
。
1
点
を
追
う
3
回
、
菅

野
佑
二
選
手
と
武
澤
優
磨
選
手

の
タ
イ
ム
リ
ー
で
勝
ち
越
し
に

成
功
す
る
も
、
7
回
に
3
対
3

の
同
点
に
追
い
つ
か
れ
、
規
定

に
よ
り
抽
選
で
勝
敗
を
競
う
こ

と
に
。
結
果
は
残
念
な
が
ら
敗

退
と
な
り
ま
し
た
が
、
接
戦
の

好
ゲ
ー
ム
を
繰
り
広
げ
た
両

チ
ー
ム
に
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
は

温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
、
健
闘

を
讃た

た

え
ま
し
た
。

2
回
戦

南 会 津 町 0 1 0 0 0 0 2 3
国 見 町 0 0 2 1 0 0 0 3

相手打線を 1 点に抑える好投を見せた後藤真誓選手（vs 小野町）

好機でタイムリーを打つ内村忠選手（vs 小野町）

出場選手 （敬称略）
区　間 氏　名 所　属

団長 佐藤　幸英 町駅伝競走部長
監督 八巻　忠義 町放課後児童クラブ指導員

コーチ 後藤　仁志 伊達地方衛生処理組合
コーチ 中野　貴大 理工産業㈱

1 区 髙橋　香澄 筑波大 1 年
2 区 佐藤悠貴也 福島成蹊高 2 年
3 区 酒井　　透 日本郵便㈱東北支社
4 区 山田　哲也 自衛隊福島
5 区 山﨑　達也 聖光学院高 2 年
6 区 佐藤　温史 国見町役場
7 区 半澤　滉憲 県北中 2 年
8 区 佐藤　大雅 県北中 3 年
9 区 武田　実黎 県北中 3 年

10 区 松浦　貴昭 神奈川大 3 年
11 区 菊地　　凜 福島明成高 1 年
12 区 髙橋　篤輝 福交整備㈱
13 区 後藤　仁志 伊達地方衛生処理組合
14 区 佐藤　淳哉 福島成蹊高 3 年
15 区 伊藤　遥風 県北中 2 年
16 区 佐藤　　凌 聖光学院高 3 年
補欠 中野　貴大 理工産業㈱
補欠 岩城　賢明 ㈱トスネット南東北
補欠 佐藤　天翔 県北中 3 年
補欠 渡邉　ゆき 福島明成高 3 年
補欠 鈴木ほのか 福島南高 1 年
補欠 佐藤　真実 県北中 3 年

（抽選により南会津町の勝ち）

タスキに込めた思いを繋
つな

ぐ
第 30 回ふくしま駅伝　国見町チーム選手団結団式

11
月
18
日
日
に
開
催
さ
れ

る
「
第
30
回
ふ
く
し
ま

駅
伝
」に
先
立
ち
、国
見
町
チ
ー

ム
選
手
団
の
結
団
式
が
11
月
4

日
、
上
野
台
運
動
公
園
体
育
館

で
行
わ
れ
、
選
手
の
み
な
さ
ん

が
力
走
を
誓
い
ま
し
た
。

　

駅
伝
は
、
し
ら
か
わ
カ
タ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
（
白
河
市

総
合
運
動
公
園
）
陸
上
競
技
場

を
午
前
7
時
40
分
に
ス
タ
ー
ト

し
、
ゴ
ー
ル
の
福
島
県
庁
ま
で

の
16
区
間
95
・
0
㎞
を
タ
ス
キ

で
つ
な
ぎ
ま
す
。
国
見
町
チ
ー

ム
の
ナ
ン
バ
ー
ー
カ
ー
ド
は

「
15
」
で
す
。
み
ん
な
で
応
援

し
ま
し
ょ
う
！

応援よろしくお願いします！

地域の安全衛生水準の向上に貢献されたとして、「安
全衛生に係る福島労働局長賞」の安全衛生推進賞

を受賞した吉田繁さんは 10 月 9 日、国見町役場を訪れ、
太田久雄町長に受賞を報告しました。
　一般社団法人郡山労働基準協会の専任講師を務める
吉田さんは、「受賞を機に、さらなる安全衛生面の管理
技術を研究し、向上させていきたいです」と話しました。

安全衛生の発展向上に貢献
吉田繁さんが安全衛生推進賞を受賞

太田町長に受賞を報告する吉田さん（右）

社会教育の発展向上に尽力されたとして、福島県市
町村社会教育委員連絡協議会の特別表彰を受賞し

た高橋弘信さんは 10 月 17 日、国見町役場を訪れ、太
田久雄町長に受賞を報告しました。
　平成 23 年から 6 年間にわたって町社会教育委員とし
て尽力された高橋さんは、「今後もいろいろな形で町の
社会教育をお手伝いできれば」と話しました。

社会教育の発展向上に尽力
高橋弘信さんが特別表彰を受賞

太田町長に受賞を報告する高橋さん（右）

町青少年育成町民会議は 10 月 16 日、全国大会や
東北大会、県大会に出場するみなさんに奨励金を

交付しました。

がんばるみなさんを応援
上位大会出場者に奨励金交付

【第 69 回日本学校農業クラブ全国大会出場】▶農業鑑定
競技会畜産の部／渡邉ゆき（高 3）、【第 28 回東北小学生
学年別ソフトテニス大会出場】岩城龍音（小 6）、齋藤蓮
斗（小 6）、【第 45 回東北私立高等学校ソフトテニス選手
権大会出場】引地佑菜（高 2）、岩城綾音（高 1）、【第 58
回福島県高等学校新人陸上競技大会出場】▶ハンマー投
げ競技／栗原陽愛（高 1）、阿部雪那（高 2）、【平成 30
年度福島県高等学校新人体育大会出場】▶ソフトテニス
競技／引地佑菜（高 2）、岩城綾音（高 1）、菊地順子（高 1）

奨励金を手に活躍を誓うみなさん

長年にわたり、町統計調査員として統計の発展と町
政の振興に尽力されたとして、高村義孝さんが

10 月 18 日、伊達郡統計協会功労者表彰を受賞しました。
　高村さんは、平成 24 年から 6 年間にわたり町統計調
査員として、統計事務に尽力されています。

統計の発展と普及啓発に尽力
高村義孝さんが功労表彰を受賞

▶
伊
達
郡
統
計
協
会
功
労
者
表
彰

を
受
賞
し
た
高
村
さ
ん
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国 見 小 学 校  学 習 発 表 会

劇「せかいでいちばんえらいのは」 劇「国見町 すてきはっけん」

劇「モチモチの木」 劇「水～ 4 年生からのメッセージ～」

合奏「生命のいぶき /
　　　威風堂々 / キリマンジャロ」　

合唱「世界が一つになるまで」

劇「国見歴史絵巻～奥州阿津賀志合戦の巻～」

1 年生 2 年生

3 年生 4 年生

6 年生

5 年生

藤田保育所運動会

くにみ幼稚園運動会

県北中学校  第 50 回柏葉祭

くにみももたん広場  ハロウィンデー

スポーツと文化の秋

9月29日

10月6日

10月21日

10月20日

10月27日～ 30日
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【歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】
【あつかし歴史館　　　　☎ 585-4520】

Vol.17

町では、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化をこれから百年
後に伝えていくため、これらを生かした「歴史まちづくり」の取り組み
を進めています。町や地域が行うこの取り組みについて、毎月お伝えし
ていきます。

　国見町では、平成 27 年度より「国見町歴史文化
基本構想」の策定に向けた取り組みを進めています。
本構想は、町内に存在する歴史文化遺産を総合的に
把握し、町の歴史文化の特徴を明らかにするととも
に、それらの周辺環境も含め総合的に保存・活用し
ていく方針を定めることを目的とするもので、平成
31 年度の策定を目標としています。
　町には、先人たちの取り組みと努力により、多く
の歴史文化遺産が現代に受け継がれ、また平成 27 年
に国の認定を受けた「国見町歴史的風致維持向上計
画」に基づくさまざまな事業の展開により、町内外
に「歴史のまち国見」が定着しつつあります。しかし、
私たちを取り巻く社会環境の変化により、各地域に
息づいてきた信仰や祭礼、習慣など、継承・継続す
ることが難しくなってきているものが多くあります。
今、私たちの営みや町の歴史を改めて紐解き、その
価値を見直し、よりよい状態で引き継いでいく仕組
みづくりが必要となっているのです。
　取り組みとして、まず平成 27・28 年度に、町の
歴史風致を形成する建造物の悉

しっかい

皆調査を実施し、平
成 29 年度には、当該調査結果や文献、アンケート調
査結果などから町の歴史文化資源の悉皆調査を実施
し、基礎情報を整理しました。また、平成 29 年 10
月 14 日に開催した「第 9 回国見町歴史まちづくり
シンポジウム」では、住民のみなさんの本構想への
関わり方についてディスカッションを行いました。

準  備  物

　歴まちインフォメーション 

「石母田」の古道と城跡を歩く

　平成 30 年度は、学識経験者や町民で構成される策
定委員会を設置し、策定に向けた検討を行うととも
に、これまでの情報収集の補足や、保存活用計画の
方針を検討する材料として、町内聞き取り調査を行っ
ています。

　また、今後、各地域でみなさんが大切にしてきた
もの、次世代に伝えたいものについて考えるワーク
ショップの開催を予定しています。
　この地で 1000 年培

つちか

われてきた人々の知恵や文化、
歴史を受け継いでいくため、町民のみなさんととも
にこれからの地域づくりを考えていきたいと思いま
す。みなさんのご協力、ご参加をお願いします。

「国見町歴文化基本構想」の策定に向けた取り組みを進めています

11 月 18 日日   午前 9 時 30 分から正午を予定

石母田集会所（石母田字樋口）
※午前 9 時 15 分までに集合してください。
歩きやすい服装・靴の着用、雨具、飲み物

集合場所

開催日時

参加費無料 事前申込不要

◀ シ ン ポ ジ ウ ム

「地域の文化遺産

を活かした歴史ま

ちづくりに向けて

～あまり知られて

いないけれども、

実はすごい国見の

話～」の様子

▶文化財の保存状

態の確認や、管理

者からのエピソー

ド の 聞 き 取 り を

行っています

国見町郷土史研究会×国見町歴史まちづくりフォーラム ▼義経の腰掛松と覆い屋

▲弁天神社（下紐の関）

石母田城跡をはじめ、弁天神社、
義経の腰掛松、石母田石などを巡
ります。石母田地区の歴史を感じ
ながら歩いてみませんか？

国見町を代表する秋祭り「鹿島神社例大祭」が 10 月 25 日か
ら 27 日にかけて、旧奥州街道藤田宿を中心に行われました。

　例大祭期間中は、神
み こ し

輿と 4 町若連の山
だ し

車、稚
ち ご

児行列が祭囃子
を響かせながら、華やかに町内を練り歩きました。
　祭りの最大の見どころ、山車と山車が神輿を挟んで激しくぶ
つかり合う「もみ合い」では、若連衆の勇ましいかけ声と神輿
と山車がぶつかりあう轟

ごうおん

音が響きわたる度に、沿道からは大き
な歓声が沸き起こり、街道は熱気に包まれました。

鹿島神社

例大祭
　　町指定無形民俗文化財

1旧藤田宿で繰り広げられた迫力ある「もみ合い」　
234祭囃子を奏でる若連の子どもたち　5祭りを盛
り上げる山車パフォーマンス　6「子ども山車」も元
気なかけ声とともに町内を練り歩きました　7道の駅
国見あつかしの郷で『剣の舞』を奉納する神職　8華
やかな稚児舞　9�若連ごとに特色ある伝統の山車

１

3

2

１

4

5

6

7

8910
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ゲームで交流を深めました

ほほえましい交流に笑顔あふれる
　藤田保育所 & デイサービスセンター交流会
　藤田保育所と国見町デイサービスセンターの交流会が 10 月
18 日、デイサービスセンターで行われました。
　交流会には、保育所の 2 歳児 39 人とデイサービス利用者約
20 人が参加し、チーム対抗のゲームを楽しみました。また、
子どもたちがお遊戯のダンスを披露して交流を深め、参加者
は笑顔あふれるひとときを過ごしました。

魚に関するクイズを出題しながら講演するさかなクン（右）

ギョギョ！さかなクンがやってきた！　
　快適生活下水道フォーラム 2018
　下水道フォーラムが 9 月 30 日、観月台文化センターで行われ、
多くの家族連れが来場し、水環境保護への理解を深めました。
　フォーラムでは、東京海洋大学名誉博士のさかなクンの記念
講演も行われ、魚の絵を描きながら名前などを当てるクイズを
出題し、「秋の味覚、鰍

かじか

は水がきれいな川にしか棲
す

めない。水
を汚さないようにしましょう」などと来場者に呼びかけました。

大人から子どもまで大好評だった「くにみ米」

「くにみ米」のおいしさを PR
　道の駅で新米試食販売会
　特別栽培米「くにみ米」の試食販売会が 10 月 13 日と 14 日
の 2 日間にわたり、道の駅国見あつかしの郷で行われました。
　「くにみ米」は、くにみ米づくり研究会が丹精込めて育てた
国見発のブランド米。試食では、炊きたての「コシヒカリ」と「天
のつぶ」の新米が振る舞われ、試食した来場者からは「甘く
て粘り気があっておいしい！」と、幅広い世代に大好評でした。

紙芝居を披露する母の会のみなさん

“ 車に乗ったら必ずシートベルトを ”
　くにみ幼稚園で交通安全教室
　国見町交通安全母の会による交通安全教室が 10 月 5 日、く
にみ幼稚園で行われました。
　教室では、母の会のみなさんが紙芝居や寸劇を披露し、園児
に交通ルールを守ることの大切さを訴えました。村上キミ子会
長が「車に乗ったら必ずシートベルトをしめてもらいましょう」
と呼びかけると、園児は「はーい！」と元気な声で応えました。

認知症予防体操を実践する参加者

『生涯健康脳』は健康な生活習慣から！
　長寿・健康づくりセミナー
　長寿・健康づくりセミナーが 10 月 14 日、観月台文化センター
で行われ、約 100 人が「脳の元気」を保つ秘訣を学びました。
　セミナーは 2 部構成で行われ、第 1 部では、東北大学加齢
医学研究所の瀧靖之教授が、『生涯健康脳』をテーマに講演。
第 2 部では、公立藤田総合病院の野地マリコ作業療法士が、認
知症予防体操を伝授し、参加者は楽しみながら実践しました。

待ってました収穫の秋！
　国見小児童が稲刈りを体験
　国見小学校 5 年生は 9 月 28 日、5 月に苗植えした「学校田」
で、収穫期を迎えた「天のつぶ」の稲刈りを体験しました。
　児童は、小坂アグリ株式会社、JA ふくしま未来、ボランティ
アのみなさんの協力のもと、鎌を使って稲刈りに挑戦。慣れ
ない作業に苦戦しながらも、たわわに実った稲を丁寧に刈り
取りました。今後、収穫した米は学校で炊飯して味わいます。稲刈りを体験する児童

震災を機に生まれた交流続く
　吹田市新芦屋自治会が町に寄付

太田町長に目録を手渡す新芦屋自治会のみなさん

　大阪府吹田市新芦屋自治会は 10 月 15 日、国見町役場を訪れ、
復興に役立ててほしいとの目的で町に 3 万円を寄付しました。
　同自治会との交流は、東日本大震災時における吹田市からの
職員派遣をきっかけに生まれ、以来、毎年地元の納涼祭で国見
産モモの PR 販売に協力いただいています。寄付金はその売上
げの一部によるもので、平成 24 年度から毎年寄付されています。

あいにくの空模様でも足取りは軽やか！

ウォーキングで楽しく健康づくり！
　くにみ健康ウォーク 2018
　くにみ健康ウォークが 9 月 30 日に行われ、約 30 人が秋めく
国見の景色を満喫しながらウォーキングを楽しみました。
　参加者は、大木戸ふれあいセンターを出発し、岩淵遺跡や御
瀧神社などを文化財ボランティアの説明を聞きながら楽しく巡
りました。ゴール後は、食生活改善推進員お手製の「減塩豚汁」
が振る舞われ、“ 食 ” と “ 運動 ” で健康づくりを楽しみました。

　くにみ農業ビジネス訓練所体験研修「サツマイモの栽培体験
研修コース」の第 2 回研修が 10 月 13 日に行われ、受講者 17
人が第 1 回研修で苗植えしたサツマイモの収穫を体験しました。
　受講者は、訓練所職員から収穫方法の講義を受けた後、畑
の土を丁寧に掘り起こすと、大きく育ったサツマイモが出現。
収穫の喜びを体感した受講者からは笑顔があふれました。

おいしいサツマイモがとれたよ！
　くにみ農業ビジネス訓練所で収穫体験

大きなサツマイモがとれました！

地域の “ 絆 ” を深める
　小坂地区大運動会
　小坂地区スポーツ振興会主催の小坂地区大運動会が 10 月 7
日、こさかふるさと館グラウンドで行われました。
　運動会には、子どもからお年寄りまで幅広い世代のみなさ
ん約 250 人が参加し、町内会対抗や個人の全 19 種目に取り組
みました。総合優勝を懸けて白熱した戦いが繰り広げられた
綱引きや玉入れでは、応援合戦でも大いに盛り上がりました。旧小坂小の校庭に歓声が響き渡りました
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保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 30 年 9 月生まれ）
・9 か月児（平成 30 年 3 月生まれ）

1 月 31 日木
午後 1 時 15 分から

　　午後 1 時 45 分
観月台文化センター

第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

1 月 16 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしています。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話で申込みください。

町では、食生活改善推進員のみなさんと栄養士が出向いて、くにみ幼稚園の子どもたちを対象に食育教室
を開催しています。10 月は 2 回開催しました。

食育 シリーズ

3 色のバランスがいい食事が大切！ パンは何色の食べ物かな？

年長組
テーマ

「赤・黄・緑の働き」

福島県では 11 月の第 3 日曜日を「子育ての日」、その前後 1 週間
を「子育て週間」、11 月 19 日を「いい育児の日」としています。

子どもや家族と過ごす時間を増やして絆を再確認してみませんか？

  11 月19 日はいい育児の日です

  インフルエンザの季節　早めの予防接種を！

  国見町健康ポイント事業にご参加ください！

毎日の健康づくりの取り組みなどにポイントをつけて、一定のポイン
トを貯めると『ふくしま健民カード』がもらえます。そのカードを

県内 1,100 店舗以上の協力店に提示するとさまざまな特典が受けられます。
　さらにプレゼントキャンペーンに応募すると、抽選で「福島県産牛肉」
や「温泉宿泊施設ペア宿泊券」など豪華賞品が当たります。
　「国見町健康ポイント事業記入台紙」は保健福祉課保健係の窓口で配布しています。
　事業についての問い合わせは保健福祉課保健係（☎ 585-2793）またはホームページ（http://kenkou-
fukushima.jp）をご覧ください。

　国見町健康ポイント事業に興味があっても、「わざわざ記入台紙に書
くのは面倒…」「役場の窓口に行く時間がない…」という方は、スマー
トフォン向けアプリが無料ダウンロードできます。
　毎日の歩数や自分の健康に関する取り組みを記録してポイントに換算
し、一定ポイントが貯まると、スマートフォン上で『ふくしま健民カード』
を入手することができます。iPhone 端末の場合 App store、Android 端
末の場合 Google Play で「ふくしま健民アプリ」と検索してください。

ふくしま健民
アプリが
無料ダウンロード
できます

インフルエンザにかかりにくくしたり、軽くすませることができる予防は、「予防接種」を受けることです。
効果が現れるまで 2 週間程度かかり、約 5 か月持続します。通常インフルエンザの流行は 12 月下旬から

3 月上旬までが中心となりますので、早めに接種しましょう。

①接種時満 65 歳以上の方
②接種時 60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓・腎臓・呼吸器または
　ヒト免疫不全ウイルスによる免疫障害があり、身体障害者手帳
　１級に相当する方

12 月 28 日金まで　　　　　　　1,400 円（生活保護世帯は無料）

対 象 者

実 施 期 間 自己負担金

毎年 11 月は「児童虐待防止推進月間」です
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×ボウリング
イタリアン

くらしの情報

農業委員会からの
お知らせ

　11 月の農業委員会定例総会は次の
とおりです。傍聴においでください。

　◆日　時　11 月 13 日火
　　　　　　午前 9 時から

　◆場　所　国見町役場
　　　　　　3 階　委員会室
　
　◆問い合わせ　農業委員会事務局
　　　　　　　　☎ 585-2890

「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
届
き
ま
す
。

年
末
調
整
・
確
定
申
告

ま
で
大
切
に
保
管
を
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税

や
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
（
そ
の
年
の
1
月
1
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た

保
険
料
が
該
当
し
ま
す
）。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
30
年
1
月

1
日
か
ら
10
月
1
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

が
日
本
年
金
機
構
か
ら
11
月
上

旬
よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
2
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
は
、
来
年
の
2
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
納
付
さ

れ
た
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除

に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控

除
証
明
書
も
添
付
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、「
ね
ん
き
ん
加

入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐

０
０
４
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で

お
か
け
に
な
る
場
合
は
☎
０
３

‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５

▼
受
付
期
間　

11
月
1
日
木
か

ら
平
成
31
年
3
月
15
日
金

▼
受
付
時
間　

月
か
ら
金
の
午

お
知
ら
せ

前
8
時
30
分
か
ら
午
後
7
時
、

第
2
土
曜
日
の
み
午
前
9
時
か

ら
午
後
5
時
ま
で
受
付

※
祝
日
（
第
2
土
曜
日
を
除

く
）、
12
月
29
日
か
ら
1
月
3

日
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

「
人
権
週
間
」
に
合
わ

せ
合
同
相
談
会
を
開
催

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
国
連

総
会
で
採
択
さ
れ
た
12
月
10
日

は
、「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

12
月
4
日
か
ら
10
日
の
1
週
間

を
「
人
権
週
間
」
と
し
、
全
国

的
に
人
権
に
関
す
る
啓
発
活
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、「
人
権
週
間
」
に

合
わ
せ
、
人
権
擁
護
委
員
・
行

政
相
談
委
員
・
民
生
児
童
委
員

に
よ
る
合
同
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
困
り
ご
と
や

悩
み
ご
と
な
ど
を
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
4
日
火
午
前
9

時
か
ら
正
午

▼
場
所　

観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
・
第
2
和
室　

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

　

公
立
藤
田
総
合
病
院
で
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
向
け
て
定

期
的
に
「
元
気
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
申
込
み
不

要
・
無
料
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
の

で
、気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
22
日
木
午
後
4

時
か
ら

▼
会
場　

公
立
藤
田
総
合
病
院

総
合
受
付
前
ホ
ー
ル
・
シ
ャ
ン

グ
リ
ラ

▼
演
題　

糖
尿
病
と
足
の
お
は

な
し

▼
講
師　

公
立
藤
田
総
合
病
院

糖
尿
病
看
護
認
定
看
護
師
・
日

本
糖
尿
病
療
養
指
導
士　

小
田

真
由
美
氏

問
公
立
藤
田
総
合
病
院
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー

☎
５
８
５
‐
２
１
２
１

平
成
31
・
32
年
度

国
見
町
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
の
本
受
付

　

こ
の
申
請
手
続
き
は
、
町
が

発
注
す
る
建
設
工
事
等
に
関
す

る
契
約
に
係
る
入
札
へ
の
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
資
格
の
有
無
を
審

査
す
る
も
の
で
す
。

　

資
格
審
査
の
結
果
、
入
札
参

加
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

た
者
に
つ
い
て
は
、
有
資
格
者

名
簿
に
登
載
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

有
資
格
者
名
簿
に
登
載
を
希

望
さ
れ
る
業
者
は
、
必
ず
受
付

期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
部
門　
「
建
設
工
事
」

「
測
量
・
調
査
・
設
計
」「
物
品

購
入
（
修
繕
）」
以
上
3
部
門

▼
受
付
期
間　

12
月
5
日
水
か

ら
12
月
25
日
火
ま
で
（
土
日
・

祝
日
を
除
く
）

▼
受
付
時
間　

午
前
9
時
か
ら

正
午
、
午
後
1
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で

▼
受
付
場
所　

国
見
町
役
場
庁

舎　

１
階
多
目
的
ル
ー
ム

▼
提
出
書
類　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
財
政
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
４

小
坂
ま
ち
づ
く
り
の
会

第
13
回
そ
ば
ま
つ
り

　

今
年
も
恒
例
の
「
そ
ば
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。
純
小
坂

産
の
お
い
し
い
「
十
割
そ
ば
」

募集種目 資格 受付期間 試験期日

陸上自衛
隊高等工
科学校生

推
薦

中卒（見込含む）
17 歳未満の男子

（成績優秀かつ生徒会活動
等に顕著な実績を修め、
学校長が推薦できる者）

11 月 30 日金
まで 平成 31 年 1 月 5 日土から 7 日月※

一
般

中卒（見込含む）
17 歳未満の男子

平成 31 年
1 月 7 日月まで

1 次：平成 31 年 1 月 19 日土
2 次：平成 31 年 2 月 1 日金から 4 日月※

自衛官
候補生 18 歳以上 33 歳未満 年間を

通じて受付 受付時にお知らせします。

※いずれか 1 日を指定されます。

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

問
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

福
島
募
集
案
内
所

☎
５
４
５
‐
７
９
９
５

公
立
藤
田
総
合
病
院

第
62
回
元
気
セ
ミ
ナ
ー

あつかしコン 2018 

若者交流事業「あつかしコン 2018」を開催します。ボウリン
グとおいしいイタリアンで恋活を気軽に楽しみませんか♪

　■日　　時　11 月 24 日土
　　　　　　　午後 3 時から午後 8 時 30 分終了予定
　■場　　所　ラウンドワン福島店、ローレン＆リーフ（福島市）
　■内　　容　ボウリング、交流パーティー
　■参加資格　20 歳以上でおおむね 40 歳までの独身男女
　　　　　　　男性：国見町内在住または在勤の方
　　　　　　　女性：特にありません
　■参  加  費　男性：7,000 円／女性：3,000 円
　■申込締切　11 月 16 日金
　■主　　催　スマイル国見若人の会
　■問い合わせ・申込先
　　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

人権擁護委員を委嘱
● よ ろ し く お 願 い し ま す ●

畑　善徳 さん
（藤　田）※再任

【任期】
平成 30 年 10 月 1 日
から
平成 33 年 9 月 30 日
まで

佐藤ユキ子 さん
（森　山）※新任

【任期】
平成 30 年 10 月 1 日
から
平成 33 年 9 月 30 日
まで

を
は
じ
め
、
お
汁
粉
や
り
ん
ご

パ
イ
、
手
づ
く
り
品
の
販
売
も

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
25
日
日
午
前
10

時
開
会
（
午
前
9
時
30
分
か
ら

受
付
開
始
）

▼
場
所　

小
坂
農
村
総
合
管
理

セ
ン
タ
ー

▼
そ
ば
券　

1
枚
６
０
０
円

（
限
定
３
５
０
食
）

※
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
小
坂
ま
ち
づ
く
り
の
会

高
原
副
会
長

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
８
５
‐
３
１
９
７

「北海道胆振東部地震」の支援のため、町で募金箱を設
置したところ、10 月 31 日までに、14 万 1,526 円が集
まりました。寄せられた浄財は、日本赤十字社を通して、
被災地支援に役立てられます。みなさんのご協力あり
がとうございました。

ご協力ありがとうございました
北海道胆振東部地震募金

恋活
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くらしの情報くらしの情報

戸 籍 の 窓 口
9 月 21 日～ 10 月 20 日受付分

   【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

● 誕 生 お め で と う ●

大波　煌
こ う ま

馬ちゃん
悟さん　香織さん （ 大 坂 ）

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）まで連絡ください。

戸籍の窓口からのお知らせ
　平日木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を

午後 7 時まで延長しています
≪窓口延長の日≫ 11 月 15 日、22 日、29 日
　　　　　　　　 12 月 6 日、13 日、20 日、27 日

≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
　　　　　　　　　　　書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係まで問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

人口と世帯 人口 9,220 人 （△30）

男 4,443 人 （△ 13）

女 4,777 人 （△17）

世帯 3,423 世帯（△ 3）

平成 30 年 9 月 30 日現在
※ 広報くにみでは住民基本台帳
　 人口を掲載しています。

12 月の相談会
「心配ごと相談」 「障がい者相談」
12 月 4 日火、27 日木

（ 人 権 相 談 ） 12 月 18 日火

午前 9 時から正午 午前 10 時から午後 4 時

観月台文化センター
第 2 和室

観月台文化センター
第 2 和室

民生児童委員 ほか NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守します。費用はかかりません。予約制ではあり
　ません。気軽に来場ください。
問保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

開催日

時　間

場　所

相談員

広報くにみ＆町ホームページに
広告を掲載してみませんか？

広報くにみ
1 枠（縦 45㍉×横 174㍉） 12,000 円 /1 回

半枠（縦 45㍉×横 84㍉） 6,000 円 /1 回

ホームページ
1 枠（トップページ下段） 6,000 円 / 月

問総務課文書広報係　☎ 585-2113

町では、広報くにみや町ホームページに掲載
する有料広告を募集しています。
詳しくは問い合わせください。

ヨコ 174㍉

タ
テ
45
㍉

申込期限（1 月号掲載分）：12 月 10 日月まで

広告掲載

土屋　惺
しょうむ

夢ちゃん
吉範さん　千尋さん （ 大 坂 ）

松浦　幹男さん 72 （ 築 舘 ）

八島　ヒデさん 101（ 高 城 ）

阿部フミコさん 92 （ 大 木 戸 ）

松浦　長明さん 90 （ 大 木 戸 ）

佐藤　康弘さん 58 （ 並 柳 ）

佐藤　尚久さん 74 （ 第 2 ）

佐藤チトセさん 89 （ 貝 田 ）

菊池テツ子さん 75 （ 山 根 ）

小西　常夫さん 79 （ 第 1 2 ）

町の将来を担う子どもたちが、ふるさとを愛
し、たくましく育っていくためには、私た

ち大人は何をしていくことが必要でしょうか。み
なさん一緒に語り合い、考えていきます。

　　　　11 月 17 日土
　　　　午前 9 時 15 分から正午（受付：午前 9 時）
　　　　観月台文化センター・ホール

　　　　　　　　　 当日参加もできますので、

　　　　　　　　　 ぜひお越しください。

問学校教育課　☎ 585-2892

国見町教育フォーラム 2018
オール国見で子どもを育てる

～今を見つめ、これからの子育てを考える～

「地域とともにある
  学校づくり」
文科省 CS マイスター

大山　賢一 氏

　　   講　話Ⅰ部

日頃の活動から見えて
きた課題やその解決策
を探るため、話し合い
ます。

　　  グループワークⅡ部

参加無料

日 　時

場　所主催 : 一般社団法人ココマムプラス
問こども木育広場『つながる～む』   ☎ 573-1330

詳細はフェイス
ブックをチェック !

▼

問明日へ。復興・きずなイルミネーション
　実行委員会（まちづくり交流課）
　☎ 585-2238
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行事のお知らせ

三
学
級
合
同
学
習  「
時
事
問
題
」

  

阿
津
賀
志
学
級
・
成
人
学
級
・
女
性
教
室

　

阿
津
賀
志
学
級
・
成
人
学
級
・

女
性
教
室
の
三
学
級
合
同
学
習

が
10
月
16
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
講
師
に
福
島
民
友

新
聞
社
取
締
役
論
説
委
員
長
の

加
藤
卓
哉
氏
を
招
き
、「
時
事

問
題
」に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。　

　

演
題
は
、「
い
ま
、
知
っ
て

お
き
た
い
四
つ
の
話
」。「
40
年

後
の
国
見
町
に
つ
い
て
」「
知

事
選
の
動
向
と
福
島
県
の
あ
し

た
」「
米
国
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、

北
朝
鮮
と
の
付
き
合
い
方
」「
安

「時事問題」について解説する加藤氏

町
民
講
座   

稲
刈
り
親
子
体
験
講
座

  

稲
刈
り
は
オ
イ
シ
イ
！

上手に収穫できました！

　

稲
刈
り
親
子
体
験
講
座
が
10

月
8
日
、
小
坂
地
区
の
田
ん
ぼ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。講
座
に
は
、

小
学
生
と
保
護
者
約
30
人
が
参

加
し
、
小
坂
ア
グ
リ
株
式
会
社

の
朽
木
勝
之
代
表
取
締
役
ら
の

指
導
の
も
と
、
鎌
に
よ
る
稲
刈

り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
後
は
、
事
前
に
収
穫

し
た
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
水
稲
品
種

「
天
の
つ
ぶ
」
の
試
食
や
、
伊

達
農
業
普
及
所
職
員
に
よ
る
お

米
の
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
鎌
で
稲

を
刈
る
の
は
楽
し
か
っ
た
」

「
採
れ
た
て
の
お
米
は
お
い
し

い
！
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か

れ
、
家
族
や
友
だ
ち
と
収
穫
の

喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

倍
政
権
の
行
方
と
日
本
の
立
ち

位
置
」
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ

き
、
政
治
や
国
際
問
題
に
関
心

を
持
つ
多
く
の
参
加
者
が
、
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

みんなで採れたてのお米を堪能

11 月 9日 金 成人学級

10 日 土 町民ハイキング

国見っ子わんぱく広場⑦

少年仲間づくり教室⑧

子ども和楽器体験教室④

14 日 水 子ども移動図書館（3 年生）

16 日 金 阿津賀志学級　寿祝敬老会

子ども移動図書館（2 年生）

17 日 土 国見町教育フォーラム

国見ジュニア応援団

18 日 日 ふくしま駅伝

19 日 月 子ども移動図書館（1 年生）

23 日 金 国見町青少年健全育成推進町民大会

国見ジュニア応援団　

24 日 土 暮らしの中の木づかい展（～ 25 日）

子ども和楽器体験教室⑤

28 日 水 くにみ女性教室

12 月 1 日 土 音楽の贈りもの

2日 日 伊達地方一周駅伝

3 日 月 休館日

6 日 木 阿津賀志学級

8 日 土 子ども和楽器体験教室⑥

渡邉拓馬 バスケットボール教室

岡
田
将
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

  

観
月
台
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス 

～
珠
玉
の
ピ
ア
ノ
名
曲
選
～

　

記
念
す
べ
き
第
1
回
目
の
観

月
台
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、「
岡
田

将
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」
が
10

月
13
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

リ
サ
イ
タ
ル
は
、
し
っ
と

り
と
し
た
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ

の
『
ソ
ナ
タ
』
で
開
幕
。
誰
も

が
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ

る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
シ
ョ
パ

ン
、
そ
し
て
後
半
の
オ
ー
ル
・

リ
ス
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
岡

田
氏
の
奏
で
る
ピ
ア
ノ
〝
ベ
ー

情感豊かな演奏で会場を魅了

ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
〟
の
美
し
い

音
色
と
と
も
に
、
一
気
に
聴
く

人
を
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
世
界
へ
と

引
き
込
み
ま
し
た
。

　

中
で
も
一
際
圧
巻
だ
っ
た
の

は
リ
ス
ト
の
『
ラ
・
カ
ン
パ
ネ

ラ
』。
優
れ
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
と

豊
か
な
表
現
力
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
演
奏
に
、
客
席
か

ら
自
然
と
大
き
な
拍
手
と
歓
声

が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て

は
も
ち
ろ
ん
指
導
者
と
し
て
も

活
躍
さ
れ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
界
を

リ
ー
ド
す
る
岡
田
氏
の
世
界
レ

ベ
ル
の
演
奏
は
、
多
く
の
来
場

者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

子
ど
も
太
々
神
楽
教
室

  

伝
統
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

　

子
ど
も
太
々
神
楽
教
室
が
9

月
1
日
か
ら
10
月
27
日
ま
で
の

全
9
回
に
わ
た
り
、
内
谷
春
日

神
社
神
楽
殿
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
は
、
内
谷
春
日
神
社

太
々
神
楽
保
存
会
と
の
連
携
講

座
で
、
今
年
は
小
学
生
2
人
が

加
わ
り
、
伝
統
芸
能
を
体
験
。

神
楽
の
継
承
に
取
り
組
む
保
存

会
で
は
、体
験
教
室
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
神
楽
の
舞
や
太

鼓
な
ど
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

初
参
加
の
教
室
生
は
、
保
存

太々神楽を体験する教室生

会
の
み
な
さ
ん
の
丁
寧
な
指
導

の
も
と
、
苦
労
し
つ
つ
も
楽
し

み
な
が
ら
覚
え
て
い
ま
し
た
。

渡邉拓馬
バスケットボール教室
元バスケットボール全日本代表の渡邉拓馬さん
によるバスケットボール教室を開催します。
ぜひ、観覧にお越しください。

問観月台文化センター　☎ 585-2676

日　時

会　場

観覧自由東京 2020 大会機運醸成事業

無　料

「暮らしの中の木」をテーマに、国産材・地域材製品
を展示します。講演会やパネルディスカッション、
木工ワークショップなども同時開催。国産材・地域
材製品の良さや豊かさを学び、体験してみませんか？

木製品の展示
会津桐タンスやテーブル・椅子などの家具のほか、
日用品や木のおもちゃも展示

「木の香」を楽しむ
木工ワークショップ
木で折り紙などを体験できます♪

伝統芸能鑑賞
内谷太々神楽保存会による笛や太鼓の音に合わせた舞

24 日土・25 日日 10:00~

24 日土・25 日日
10:00~12:00

25 日日 10:00~10:40

24 日土 13:30~14:30

25 日日 13:30~14:30

講　演

パネルディスカッション

演題「暮らしの中の木」　講師：安藤直人（東京大学名誉教授）

会 場 観月台
文化センター期 間 11月24日土・25日日

※一部有料もあります

問観月台文化センター　☎ 585-2676
参加無料

12 月 8 日土
第 1 部  バスケットボール教室
　（国見町の小中学生 30 人）
▶午前 10 時 30 分から正午
第 2 部  バスケットボール 3 × 3
　（県北中学校 / 伊達管内の中学校
　  バスケットボール部選抜 60 人 )
▶午後 1 時 30 分から午後 3 時

柏葉体育館（県北中学校脇）
※混雑を避けるため観覧入場を
　制限する場合があります。
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カレンダー
くにみ11月

日 月 火 水 木 金 土
9 10

・広報くにみ
11月号発行日

・成人学級
・いきいきサロン

第8・第9
（午前10 時半～）

・くにみ産業祭
・町民ハイキング
・国見っ子わんぱく広場
・少年仲間づくり教室
・子ども和楽器体験教室

11 12 13 14 15 16 17
・くにみ産業祭
・くにみ案内人養成

講座

・いきいきサロン
山崎（午後1時半～）

・いきいきサロン
第 3（午前10 時～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・国見町表彰式
・いきいきサロン

第2（午後1時半～）

・阿津賀志学級
寿祝敬老会

・いきいきサロン
大木戸（午後1時半～）

・東京くにみ会
・国見町教育フォーラム
・国見ジュニア応援団
・つながるふぇす

18 19 20 21 22 23 24
・ふくしま駅伝
・カゴメ野菜を 

食べよう大作戦！
・クイック検診
・「石母田」の古道

と城跡を歩く
・「子育ての日」 

イベント

・いきいきサロン
泉田下（午前10時～）

・障がい者相談
・乳幼児健診3歳6か月
・いきいきサロン

徳江北・第7
（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・いきいきサロン

第1（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談
・いきいきサロン

泉田中（午前10時～）

勤労感謝の日
・明日へ。復興・ 

きずなイルミネー
ション点灯式

・国見町青少年健全
育成推進町民大会

・国見ジュニア応援団

・暮らしの中の木
づかい展

・子ども和楽器 
体験教室

・あつかしコン

25 26 27 28 29 30 12/1
・暮らしの中の木

づかい展
・小型家電リサイクル

特別回収日
（午前8時半～正午）

・いきいきサロン
板橋・板橋南

（午前10 時～）
高城（午後1時半～）

・いきいきサロン
石母田（午後1時半～）

・くにみ女性教室
・いきいきサロン

貝田（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・乳幼児健診3・9か月
・いきいきサロン

大枝（午後1時半～）

・税金等納期限
固定資産税（第4期）
国民健康保険税（第5期）

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）
光明寺（午後1時半～）

・くにみ幼稚園生活
発表会

・音楽の贈りもの

12/2 12/3 12/4 12/5 12/6 12/7 12/8
・伊達地方一周駅伝 ・観月台文化 

センター休館日
・いきいきサロン

川内（午後1時半～）

・心配ごと相談 
（合同相談会）

・いきいきサロン
内谷・鳥取

（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・いきいきサロン

太田川（午前10時～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・阿津賀志学級
・乳幼児健診1歳6か月
・いきいきサロン

塚野目（午後1時半～）

・広報くにみ 
12月号発行日

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

・藤田保育所クリス
マス会

・渡邉拓馬バスケット
ボール教室

・子ども和楽器体験
教室

　秋も一段と深まり、朝冷えが
続く今日この頃。冬が近づいて
いるのを感じます。さて、国見の
冬といえばイルミネーション！
11月23日は道の駅で「明日へ。
復興・きずなイルミネーション」
点灯式が行われます。今年はど
んな写真が撮れるか楽しみです。
� （Y.T）

あ と が き

　国見町ラヂオ課ももたんFM スタッフの石川です。
11月に入り今年もあと2ヶ月となりました。10月の終
わりには「鹿島神社例大祭」が行われました。掛
け声やぶつかる音、山車の大きさ、もみ合いの迫力
にかなり圧倒されました。出店は見ただけで食べて
みたいと思わせる変わった出店もあり、たくさん食べ

てしまいました。「今年も来れてよかったな、来年も
また来たいな」と思いました。今月は産業祭やイル
ミネーション点灯式などありますので取材でお邪魔
したいと思いますのでよろしくお願いいたします。こ
れから寒さが増していくと思いますがみなさまお体
に気をつけてお過ごしください。そして、まだまだ番
組のLINE＠のお友達募集中です。ももたんカフェで
使えるクーポンやプレゼント企画などを行っていくので、
ぜひお友達になってください
ね。その他にもFacebook
やTwitter、Instagramなど
SNSもやっておりますので、
ぜひご覧ください。

● 毎週金曜日10：00 ～ 10：55　ON AIR! ●
ふくしまFM / 81.8MHz / kunimi@fmf.co.jp


